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Abstract: This paper catches changes of the utility from in Waterpolises Suigo located in the Tonegawa downstream site, and aims at 
clarifying the state of Waterpolises Suigo which forms city scenery. The utility from were classified into four for industrial use, 
sightseeing use, a festival and event use, and parent water supplies. As a result, although it was Waterpolises Suigo mainly mostly 
used as industrial use a long time ago, it is used as a tourist resort crowded with many tourists by the sightseeing city planning by the 
event of a resident subject now. From this, the river of Waterpolises Suigo which existed at the center of an infrastructure is 
considered to change to the river which leads to city image formation. 
 
１． はじめに 
近年，河川や運河の水環境を活かしたまちづくりや

水辺空間の整備，再生が注目されてきている．そのた

め，全国各地における地域特有の水に関する様々な取

り組みが積極的に推進されるようになった．このよう

な取り組みの代表例として，大河川流域の水の豊富な

地域における“水郷観光まちづくり”が挙げられる 1)．

これに合わせて，地域特有の歴史的町並み保存事業を

推進する取り組みも行われ，観光資源として活用され

るようになった．しかし，“水郷”発祥の地である，利

根川下流域における水郷地域では，観光化された経緯

は明らかにされていない． 
そこで本研究では，水郷地域における観光化の変遷

を捉え，歴史的な環境としての水辺の特性を反映した

地域形成を明らかにする． 
 
２． 調査概要 
本研究の調査対象地・調査概要をFigure 1 に示す．

本研究では，茨城県・千葉県を跨る利根川下流域に位

置する水郷地域を対象に，水郷としての地域特性と水

に関連した歴史・伝統を活かしたまちづくりを展開し

ている千葉県香取市の小野川，茨城県潮来市の前川・

北利根川の 2 か所を調査した． 
 

３． 結果及び考察 
小野川，前川・北利根川における利用形態の変遷を

利用形態別及び周辺地域の出来事にまとめたものを

Table 1 に示す．利用形態は河川での行為として，産業

利用（農業，漁業，運搬業，醸造・酒造業），観光利用，

祭り･イベント利用，親水利用の 4 つに分類した． 

３‐１．小野川の変遷 
小野川は千葉県香取市，旧佐原市の中心部を南北に

流れる，利根川の支流である． 江戸時代初期において，

小野川は主に灌漑用水として利用され、水田までの移

動手段としてサッパ舟と呼ばれる手こぎ舟を使ってい

た．江戸時代中期から明治時代において，利根川東遷

事業により東廻り航路が確立され，小野川は舟運の拠

点となり，物資を陸上げする「だし」と呼ばれる河岸

施設が両岸に作られると共に問屋街が形成された． 
一方で，明治時代後期から陸上交通機関が整備され，

舟運は次第に衰退していった．1927 年に佐原の住民の

推薦投票により，利根川下流域の水郷地域が「日本八

景」2)の二十五勝の首位を占めた．これを機に，水郷地

域は全国的に知名度を高め，観光を意識した小野川を
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Figure 1. Outline of the study 
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含めた歴史的町並みを保存する取り組みが始まった． 
現在は，観光船が就航しており，年間約 53 万人が訪

れる観光地となった． 
 

３‐２．前川・北利根川の変遷 
前川・北利根川は，茨城県潮来市を流れる利根川の

支流である．江戸時代から大正時代において主に灌漑

用水として利用され，水田を縦横に張り巡らす 江間
え ん ま

（水路）へと流れていた．また，江間から前川・北利

根川へ，農民がサッパ舟で年貢米の運搬や移動を行っ

ていた．1700 年頃より，幾度の大洪水による不作が続

き，これを機に，文人を乗せたサッパ舟で寺社巡りと

いう観光利用を行い，前川・北利根川周辺は遊興地と

して賑わった．戦後の高度経済成長と共に，鹿島地区

に臨海工業地帯が造成され，霞ヶ浦を水源とした工業

用水道の敷設により，土地改良事業で江間が埋め立て

られ，農業利用は消失した．その後，臨海工業地区の

後背地として，観光地・住宅地の役割を担うことで，

遊覧船による観光利用が図られるようになった． 
現在は，毎年 6 月に行われる，嫁入り舟や遊覧船な

ど水郷ならではのイベントで約 80 万人が訪れる観光

地となった． 

 

４． おわりに 
本研究の結果，江戸時代から，農民や船頭の副業と

して，運搬・自家用の舟を観光船として利用していた

が，時代と共に形態を変え，現在では遊覧船や住民主

体の観光まちづくりによって，水郷地域は多くの観光

客を集めている．これより，灌漑用として使われてい

た水郷地域が，水郷観光地の形成につながる水路へと

変化していることが明らかとなった． 
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